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本会議から付託された議案１件を審査するため、令和３年１０月１１日に文教福祉委員会

を開催しました。 

    

議案議案議案議案第第第第６６６６５５５５号号号号    令和３年度令和３年度令和３年度令和３年度    総社市一般会計補正予算（第総社市一般会計補正予算（第総社市一般会計補正予算（第総社市一般会計補正予算（第 10101010 号）号）号）号）    

    

～内容～～内容～～内容～～内容～    

新型コロナウイルスワクチンの 3 回目接種に係る体制確保等に必要な経費を増額するもの 

 

～結果～～結果～～結果～～結果～    

次のような審査の結果、本委員会の所管に属する部分は、全員一致で原案を可決原案を可決原案を可決原案を可決すべきで

あると決定した。        

    

～質疑～～質疑～～質疑～～質疑～    

問：問：問：問：３回目接種の予算計上の経緯はどうか。３回目接種の予算計上の経緯はどうか。３回目接種の予算計上の経緯はどうか。３回目接種の予算計上の経緯はどうか。    

答：国より１２月から接種ができる体制を整えるよう通知があり、予算計上に至ったもので

ある。    

問：問：問：問：１２１２１２１２月から予定されている新型コロナワクチン３回目接種について、ファイザー製ワク月から予定されている新型コロナワクチン３回目接種について、ファイザー製ワク月から予定されている新型コロナワクチン３回目接種について、ファイザー製ワク月から予定されている新型コロナワクチン３回目接種について、ファイザー製ワク

チンの確保はできるのか。チンの確保はできるのか。チンの確保はできるのか。チンの確保はできるのか。    

答：国の説明会において、ファイザー及びモデルナ製ワクチンについては国が責任をもって

確保するとのことであった。    

問：問：問：問：法定受託事務であるならば、国が全額財源措置をするものではないのか。法定受託事務であるならば、国が全額財源措置をするものではないのか。法定受託事務であるならば、国が全額財源措置をするものではないのか。法定受託事務であるならば、国が全額財源措置をするものではないのか。    

答：予防接種法に基づく法定受託事務であるが、財源については国との調整が必要である。

今後地方負担が生じないように交渉していく。    

 

 

    


